
地域・職域連携推進事業における

健康経営の推進について

令和８年８月２６日（水） 日南保健所運営協議会

日南保健所健康づくり課健康管理担当 1
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地域・職域連携事業の背景

出典：令和７年度地域・職域連携推進関係者会議 資料 一部抜粋（厚生労働省）（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_69786.html）（令和8年7月利用）



出典：令和７年度地域・職域連携推進関係者会議 資料 一部抜粋（厚生労働省）（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_69786.html）（令和8年7月利用）
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地域・職域連携推進ガイドライン（令和元年９月改訂）
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日南串間地域・職域連携推進協議会

地域保健と職域保健の連携により、行政機関、事業者及び医療機関等の
関係者が相互に情報交換を行い、それぞれの保健医療資源の相互活用、
保健事業の共同実施による連携体制を構築し、生涯を通じて継続的な保
健サービスの提供体制を整備することにより、県民の健康増進を図る。

（宮崎県二次医療圏地域・職域連携推進協議会設置要綱）

 設置目的

平成１９年度設置時期

 日南商工会議所
 串間商工会議所
 北郷町商工会
 南郷町商工会
 串間市建設業協会
 日南地区建設業協会
 日南市自治会連合会
 串間市自治会連合会
 日南市
 串間市

 南那珂医師会
 日南歯科医師会
 日南串間薬剤師会
 日南労働基準監督署
 全国健康保険協会
 宮崎県後期高齢者医療広域連合
 宮崎県健康づくり協会
 宮崎産業保健総合支援センター
 吉田産業株式会社
 株式会社 保全

委員
（日南保健所除く）

任期：R7.4.1～R10.3.31



男性

女性

出典：宮崎県健康づくり推進センター データブック

心疾患

市町村別の標準化死亡比（R2～R4）
脳血管疾患

男性

女性
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6
出典：厚生労働科学研究（地域・職域連携推進研究班） 二次医療圏別標準化該当比グラフ（令和４年度）

腹囲が基準値以上の者の割合（40-64歳）
（二次医療圏別,対都道府県,男女別）

基準値
男性：85㎝
女性：90㎝

男性 女性
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基準値以上の食塩相当量を
摂取している者の割合

（保健所別,男女別）

野菜摂取量の平均値
（保健所別,男女別）

出典：令和４年度県民健康・栄養調査

目標 350g

男性 女性

※ HC＝Health Center（保健所） 各年代の目標量あり

男性 女性

出典：令和４年度県民健康・栄養調査

※ HC＝Health Center（保健所）
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目標
20～64歳：8,000歩
65歳以上：6,000歩
※令和4年度調査時の目標歩

数（評価基準）は別にあり

出典：令和４年度県民健康・栄養調査

男性 女性

１日の目標歩数を下回っている者の割合
（保健所別,男女別）

※ HC＝Health Center（保健所）



生活習慣病は
栄養・食生活、身体活動・運動、休養・睡眠、飲酒、喫煙等
を適切に保つことで、発症リスクが低下する。

生活習慣病予防などの健康づくりは若年期
から継続的に取り組む必要がある。

9

生活習慣病の予防は若年期から、継続的に
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宮崎県の総人口と高齢者人口の推移

出典：宮崎県高齢者保健福祉計画
R6.3月



健康経営とは、
従業員の健康保持・増進の取組が、
将来的に収益性等を高める投資であるとの考えの下、

健康管理を経営的視点から
考え、戦略的に実践すること。

11
出典：宮崎県健康長寿ポータルサイト

企業が経営理念に基づき、従業員の健
康保持・増進に取り組むことは、従業員
の活力向上や生産性の向上等の組織の
活性化をもたらし、結果的に業績向上や
組織としての価値向上へ繋がることが期
待される。
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日南串間地域・職域連携推進協議会の取組

令和７年度から９年度の取組テーマ ： 「健康経営の推進」

健康経営の推進のための取組

 健康経営に関する実態調査
（対象：日南商工会議所、串間商工会議所会員企業）

 健康経営セミナーの開催

 健康経営に関する講話

 啓発資材の作成・配布
＊日南串間地域・職域連携推進協議会担当者部会委員で検討
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【健康経営に関する実態調査】

■健康経営の実施状況・認知度

知っているが取り組んだことはない 37.7%

知らない 24.5%

取り組んだことがある
（現在取り組んでいる）

37.7％
割合回答数

３７．７％２０１ 取り組んだことがある

（現在取り組んでいる）

３７．７％２０２ 知っているが

取り組んだことはない

２４．５％１３３ 知らない

９９．９％５３

出典：健康経営に関する実態調査（令和７年１０月）,日南保健所
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【健康経営に関する実態調査】

■健康経営を実践するにあたり、必要とする支援（複数回答）

0.0%[0]

25.0％[7]

10.7％[3]

25.0％[7]

32.1％[9]

46.4％[13]

53.6％[15]

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

その他

分からない

他社事例の紹介

講習会やセミナーなどの社内人材の教育支援

健康経営の推進により受けられる優遇措置等

についての情報提供

健康経営に活用できる補助金等についての情

報提供

健康経営ガイドブック等、ノウハウの提供

出典：健康経営に関する実態調査（令和７年１０月）,日南保健所

n=28

健康経営,保険者による「健康宣言」,宮崎県健康長寿
推進企業等知事表彰,健康経営優良法人認定制度に

ついて「取り組んだことがある（現在取り組んでいる）と
回答しなかった方
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「企業等訪問による健康経営の推進」の実施

日南串間地域の企業等を訪問し、「健康経営」に関する啓発・取組への
支援を行うことで、日南串間地域における「健康経営」の理解や取組を
さらに推進するとともに、日南串間地域の従業員やその家族の健康づ
くりに寄与することを目的とする。

 目的

日南市・串間市に事業所のある企業等（数か所を予定）対象

令和８年９月以降、順次実施時期

 事務局（日南保健所）

 日南串間地域・職域連携推進協議会
担当者部会委員

＊ 訪問は数名で対応予定

訪問等

・ 管内の健康に関する

現状等を説明


